
大阪交響楽団
名曲セレクション2018

日本指揮者界の巨匠、外山雄三の至高のベートーヴェン

田園
運命

指 揮：外山雄三
（大阪交響楽団ミュージックアドヴァイザー）

ベートーヴェン：交響曲第6番ヘ長調「田園」op.65
ベートーヴェン：交響曲第5番ハ短調「運命」op.64

入場料 2000円（全席指定）2/17（土）
紀南文化会館大ホール

15：30開演

http://www.city.tanabe.lg.jp/bunshin/event/index.html

未就学児の入場はご遠慮願います。

チケット発売所〈1１月９日(木）発売〉
紀南文化会館、田辺市教育委員会 文化振興課（市民総合センター3F）、プレジール、上富田文化会館
龍神市民センター、本宮教育事務所、みなべ町中央公民館、中辺路コミュニティセンター、大塔総合文化会館
白浜町教育委員会、日置川拠点公民館、周参見公民館

～宝くじの助成による特別料金になっております～

主催：田辺市、田辺市教育委員会 
問い合わせ：田辺教育委員会 文化振興課　ＴＥＬ0739-26-9943 和歌山県田辺市高雄1丁目23-1
　　　　　 紀南文化会館 TEL 0739-25-3033

●遠方の方はチケットの予約も行っておりますので田辺市教育委員会、文化振興課(0739-26-9943）までお問い合わせ下さい。

(C)飯島 隆



大阪交響楽団　

外山　雄三（指揮）

大阪交響楽団　名曲セレクション2018

  １９８０年創立。初代音楽監督・常任指揮者に小泉ひろしを迎える。永久名誉楽団代表・敷島博子が『聴くものも、演奏するも
のも満足できる音楽を！』を提唱。いつも聴衆を“熱く”感動させるその演奏は、「魂の叫び」「情熱の音」であると評されている。１
９９２年１月にトーマス・ザンデルリンクを音楽監督・常任指揮者に迎え、オーケストラとしての基礎を築いた。その後曽我大介を
音楽監督・常任指揮者に、さらに大山平一郎がミュージックアドバイザー・首席指揮者に、そして２００８年４月からは児玉宏が
音楽監督・首席指揮者に就任、その活動ぶりと演奏は各方面から高い評価を得た。楽団名を「大阪シンフォニカ－」から２００１
年１月に「大阪シンフォニカ－交響楽団」、さらに２０１０年４月に「大阪交響楽団」と改称。また支援組織として、１９８８年大阪シンフ
ォニカー協会が設立、２００８年１２月に一般財団法人となる。さらに２０１２年４月に支援組織と楽団を統合し、一般社団法人大阪
交響楽団となった。  ２０００年本拠地を大阪府堺市へ移転。２００６年４月、大和ハウス工業株式会社代表取締役会長樋口武男
氏が運営理事長に就任している。２０１５年４月には二宮光由が楽団長・インテンダントに就任。さらに２０１６年４月からは、日本楽
壇最長老の外山雄三がミュ－ジック・アドバイザ－に就任、２００４年１月から正指揮者として、また２０１１年４月からは常任指揮者
に就任した寺岡清高氏（２０００年ミトロプーロス国際指揮者コンクール優勝）の両指揮者陣のもと、さらなる楽団の飛躍が期待さ
れている。
楽団公式ホームページ（http://.sym.jp）（2017 年 4月現在）

遠方の方はチケットの郵送も行っておりますので田辺市教育委員会、文化振興課(0739-26-9943）までお問い合わせ下さい。

(C):三浦興一

(C)飯島隆

申込み、お問い合せは田辺市教育委員会文化振興課（tel0739-26-9943）まで

対象年齢０才～５才（小学校入学前）
託児所開設！
締め切り：１月2４日 協力：南紀こどもステーション

場所：紀南文化会館３階 要予約
保育料：1000 円

お母さん！たまには劇場へ
出かけませんか？

　１９３１年東京生まれ。東京音楽学校（現在の東京芸術大学）で作曲を学び、在学中の１９５１年
「クラリネット、ファゴット、ピアノのための＜三つの性格的断片＞」で第 20回音楽コンクールに入賞。
１９５２年卒業と同時にＮＨＫ交響楽団に打楽器練習員として入団。１９５４年には指揮研究員とな
り、１９５６年９月にＮＨＫ交響楽団を指揮してデビュー、以後各オーケストラに数多く客演を開始。１９
５８年から１９６０年にかけてウィーンに留学。１９６０年ＮＨＫ交響楽団の世界一周演奏旅行に同行
し、ヨーロッパ各地１２ヶ国で演奏。指揮者としてばかりでなく自作の「管弦楽のためのラプソディー」
によって作曲家としてもその名を広めた。その後１９６４年、１９６６年、１９７９年のＮＨＫ交響楽団海
外公演を指揮、１９７９年にはＮＨＫ交響楽団正指揮者に就任した。１９８５年にはニューヨークで開
催された国連４０周年記念コンサートにＮＨＫ交響楽団とともに出演、全世界に放送された。国内で
は大阪フィル、京都市響、名古屋フィル、神奈川フィル、仙台フィルの要職を歴任。海外でも日本を代
表する指揮者・作曲家として、たびたびオーケストラや国際コンクールなどに招かれている。オペラ
指揮の分野でも、その緻密な音楽作りが高く評価されており、１９９９年三善晃作曲「支倉常長＜遠
い帆＞」、２００６年一柳慧作曲「愛の白夜」各初演での圧倒的名演が記憶に新しい。これまでに作
曲した作品はオペラ、バレエ音楽、ミュージカル、劇音楽、交響曲、協奏曲、管弦楽曲、室内楽曲、歌
曲、合唱曲など多岐にわたる。 
　１９６３年第１２回尾高賞、１９８１年第１回有馬賞、１９８３年第１４回サントリー音楽賞、１９９９年文
部大臣表彰、２０００年第４８回尾高賞、2010 年度日本放送協会放送文化賞を受賞。 
現在、ＮＨＫ交響楽団正指揮者、大阪交響楽団ミュージックアドバイザー。 
ｈｔｔｐ://www.yuzo-toyama.com/ 


